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若草伽藍跡 寺院 飛鳥時代 金堂・塔の基壇
掘込地業

軒瓦、道具瓦、
丸瓦、平瓦、土
師器、須恵器、
石製品、金属製
品など

金堂と塔が南北
に並ぶ伽藍配
置。整地土の重
複関係から、ま
ず金堂を造営
し、次に塔を建
設したことが判
明した。




